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近年, 子どもの抑うつの問題は, 適応上の深刻な問題として注目が集まっている｡ 現在, 子

どものうつ病の診断には, ���������	��
��������	�������������������
����������

�
�����������������(���Ⅳ���������	�����	������	����	������ ���, 2000)

が用いられている｡ ��によると, うつ病は, 複数の抑うつ症状が一定期間以上続き, 日常

生活の機能障害が認められる場合に診断される｡ ここでの抑うつ症状には, 抑うつ気分や興味,

喜びの減退, 体重・食欲の減少または増加, 睡眠の障害, 精神運動性の焦燥または制止, 疲労

感または気力の減退, 無価値感または過度な罪責感, 思考力・集中力の減退, 自殺念慮などが

ある｡ ��の診断基準は, 子どもに対しても基本的には成人の診断基準がそのまま適用され

ているが, 小児・青年に適用する場合, 抑うつ気分にはいらだたしい気分もありうること, 期

待される体重増加がみられないことも考慮すること, といった注意書きが加えられている｡ こ

のような��に代表される操作的診断基準が用いられるようになり, 大人と同じ抑うつ症状

を持つ子どもの存在が注目されるようになってきた (傳田, 2002)｡

子どもの抑うつへの注目に伴い, 一般児童の抑うつ症状について, いくつかの研究で報告さ

れている｡ 村田・清水・森・大島 (1996) は, !�������の����" (��#������������������

�	������"���
���) の日本語版を作成し, それを用いて小学生の抑うつ状態の調査を行って

いる｡ 小学２年生から６年生までの児童395名に対して調査を行った結果, カットオフスコア

を越え, 高い抑うつ症状を示す児童は9$6％であったことを報告している｡ また, 佐藤・永作・

上村・石川・本田・松田・石川・坂野・新井 (2006) も, 小学４年生から６年生までの児童

3324名に対して, 子ども用抑うつ自己評価式尺度 (����") を用いた調査を行っている｡ そ

の結果, 11$6％の児童がカットオフスコアを上回る得点を示し, 高い抑うつ症状を示していた

ことを報告している｡ 同様に, 傳田・賀古・佐々木・伊藤・北川・小山 (2004) の研究でも,
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小学生の7�8％がカットオフスコアを上回る高い抑うつ症状を示すことを報告している｡ この

ように, わが国の児童の約10人に１人が抑うつ症状を示しており, 子どものうつ病や抑うつ症

状は決して珍しいものではないことが示されている｡

子どもの抑うつは, 学力低下や対人関係の障害などとの関連がみられ, ひいては成人期の健

康状態にも影響を及ぼすということが, 多数の研究で明らかにされている｡ 例えば, �����

��	
������	��� �������(1996) は, 子どもを対象とした質問紙調査を行い, 抑うつ症

状の高さは, 対人関係の困難や学業成績の低下に関連することを報告している｡ また, 対人関

係の困難は, 将来の抑うつ症状を予測することも明らかにしている｡ ���������������

��	����� ��������(1992) の, 子どもの抑うつ症状について５年にわたる縦断的研究では,

深刻な抑うつ症状を示す子どもは, 長期間にわたって, 非抑うつ群の子どもよりも有意に高い

抑うつ症状を示し続けていたことが報告されている｡ つまり, 子どもの抑うつ症状が治療され

ない状態のままだと, 抑うつ症状を繰り返し示す可能性が高いことが明らかとされている｡ ま

た, ��		���
��(1996) は, 過去に精神科病院を受診した子どもや青年について研究を行っ

ている｡ それによると, 家族の精神疾患の病歴, 子どもの頃の抑うつ症状や深刻なうつ病は,

その後, 大人になってからのうつ病発症のリスクを高める要因であることが明らかとなってい

る｡ さらに, これらの抑うつ症状に付随する対人関係等の問題は, うつ病だけでなく, 診断基

準を満たさない抑うつ症状とも関連していることが明らかとなっており (����������
�����

� �	������1999), 抑うつ症状は見過ごせない問題であると考えられる｡ このように, 子ど

もの抑うつは, 様々な不適応と関連しやすく, 適切な介入が必要だと考えられる｡

子どもの抑うつに関するリスクファクターについて, 石川・戸ヶ崎・佐藤・佐藤 (2006) は,

遺伝的脆弱性などの個人的要因, 認知の誤りなどの認知的要因, 社会的スキルなどの社会的要

因, 親の養育態度などの家族の要因, ネガティブなライフイベントなどの外的な出来事の要因

の５つに分類している｡

家族の要因について, 特に養育者が生物学的な親である場合は, 親は子どもにとっての, 遺

伝子, 住環境や家庭内の社会・経済・文化的な環境, 親戚・近隣・友人等の対人的環境のそれ

ぞれの提供者であり, かつ養育行動を通じて子どもの発達に大きく影響を与える存在であると

考えられている (菅原, 1997)｡ そのため, 親の精神疾患が, 遺伝と環境の様々なメカニズム

を通して, 子どもの精神疾患の発現の危険因子になりうるかを検討する様々な研究がなされて

きた｡ 例えば, 田中・菅原・酒井・眞榮城 (2007) は, 双生児を対象に, 抑うつ傾向に及ぼす

遺伝要因と環境要因の相対的な影響について検討している｡ 小学４年生から中学３年生までの

双生児を対象に質問紙調査を行った結果, 抑うつ傾向に関して, 遺伝要因は独立して寄与せず

にパーソナリティ特性を媒介して影響を及ぼし, 環境要因は独立して寄与する効果が高かった

ことを明らかにしている｡ また, 菅原 (1997) は, 抑うつの母親を持つ子どもは, 精神疾患の

発生を含めて, 引きこもりや不安・抑うつ, 攻撃的行動, 非行, 学業不振や身体的不健康など

の広範囲に及ぶ適応上の問題を, より高頻度で引き起こしやすいことを報告している｡ また,

母親の抑うつが直接影響を及ぼす他に, 家庭の社会経済的状態, ソーシャルサポートなどの背

景要因, 母子相互関係の質的側面などの複数の危険因子が考えられることを報告している｡

子どもの抑うつと家族の要因について, 親の養育態度, 家族関係, 夫婦関係などとの関連に

ついて報告した研究もある｡ 親の養育態度については, 母親のあたたかい養育態度は子どもの

抑うつ傾向の低さと関連し, 父親の養育態度と子どもの抑うつ傾向との間では直接的な関係は
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示されなかったことを報告している (菅原・八木下・詫摩・小泉・瀬地山・菅原・北村, 2002)｡

また, 菅原他 (2002) は, 配偶者間の愛情関係は, 家族機能の良好さや親自身の養育態度を媒

介として, 子どもの抑うつ傾向と関連することを報告している｡ 家族関係については, 現実の

家族関係の満足度が子どもの抑うつ状態に影響し, 現在と理想の家族関係との間にズレがある

場合に子どもの抑うつ状態が高まることが示唆されている (内田・藤森, 2007)｡ さらに, 家

族からのサポートは, 特に思春期の子どもにとって, 仲間からのサポートよりも抑うつ症状に

関連していることも示されている (��������	�
�� ��
��, 2004)｡

このように, 子どもの抑うつと家族の要因について, 遺伝や環境の面から様々な研究がなさ

れており, 子どもの抑うつに対する遺伝的脆弱性だけではなく, 養育態度や家族関係などの環

境的な面も影響を及ぼすことが明らかとされている｡ そこで, 本研究では, 家族の要因の中か

ら変容可能だと考えられる親の養育行動を取り上げ, どのような養育行動が子どもの抑うつに

影響を及ぼし得るのかを検討することとする｡

親の養育行動と子どもの抑うつとの関連について, 親からのサポートや受容が子どもの抑う

つを低減し, 親からの厳しく葛藤をもたらす養育行動は子どもの抑うつを高めるという結果が,

多数の研究で報告されている｡ 例えば, ������������������������� �
�����(1997)

は, 家族のサポート, 家族の葛藤, 青年の抑うつ症状との関連について, 女性231名, 男性189

名の青年と, その母親を対象に縦断的な研究を行っている｡ サポートについては, 青年がそれ

ぞれの親との関わりの中で経験したあたたかさ, サポート, 承認, 親密さの程度を査定し, 葛

藤については, 青年とそれぞれの親との関係が, 葛藤, 非難, 怒りによって特徴づけられる程

度を査定した｡ その結果, 家族からのサポートが得られない環境や, 家族との葛藤的な関係が

多い環境では, 青年の抑うつ症状が高められることを明らかにしている｡ また, 青年の抑うつ

症状や家族関係の質は, 何らかの介入が行われない状態では, 変化せず安定したものであるこ

とを示している｡ また, ���

�
���������� �����
(2003) は, 816名の15歳の青年を

対象に横断的な研究を行っている｡ その結果, 知覚された母親のあたたかさや受容の程度の高

さ, 知覚された母親の心理的な支配と情緒的な過干渉の程度の低さが, 母親がうつ病歴を持つ

青年の, 抑うつ症状の低さと関連していることが報告されている｡ 同様に, ���������
����

����������������������������(2006) は, 家族の要因から親の���������� ��������

行動と����� 
�	�����行動を取り上げ, 子どもの抑うつ症状との関連を検討している｡ その

結果, ����� 
�	�����行動は抑うつ症状を高め, ���������� ��������行動は抑うつ症状を低

減することを示している｡ 一方, 親の���������� ��������行動の程度に関わらずに, 親の

����� 
�	�����行動が子どもの抑うつに影響を及ぼすことが示され, 親の���������� 

��������行動による緩和効果について有意な結果は示されなかったことを報告している｡

このような, 親の養育行動と子どもの抑うつとの関連について示した研究は, 母親のみを対

象とするものが多いが, 父親の養育行動と子どもの抑うつとの関連を示した研究もある｡

���

�
���!(2003) の研究では, 父子関係と子どもの抑うつ症状との関連についても検

討している｡ 父親については, まず, 母親の抑うつによる影響から子どもを保護する要因とし

て, 父親の知覚された心理的な支配の少なさが関連していることが示されている｡ 独自に子ど

もの抑うつに影響を及ぼす父親の要因としては, 父親の精神障害がないこと, 批難や命令が少

ないこと, 受容が多いことが, 子どもの抑うつ症状の低さと関連していることが報告されてい

る｡ 一方, 菅原他 (2002) では, 父親の養育態度と子どもの抑うつ傾向との関連は示されてお

親の養育行動が子どもの抑うつに及ぼす影響 ��



らず, 今後さらに検討が必要であることを示唆している｡

このように, 母親と同様に, 父親が子どもの抑うつに与える影響も見逃すことができないこ

とが示されており, さらには両親の養育行動と子どもの抑うつとの関連について, 検討した研

究もある｡ 例えば, ����������	
����	������� �
������(2007) は, 臨床群, 抑う

つ傾向群, 健常群の３群の青年における家族関係の行動的特徴について, 質問紙による調査と

行動観察によって検討している｡ ������������(2007) は, 抑うつ症状と親とのサポート・

葛藤的な関係について, 質問紙と行動観察による調査を行った｡ その結果, 臨床群と抑うつ傾

向群の青年は, 健常群の青年よりも, 両親とのサポーティブな関わりが少なく, 葛藤をもたら

す関わりが多いことが示された｡ また, 父親との葛藤をもたらす関わりは, 母親との葛藤をも

たらす関わりと同様に, 子どもの抑うつ症状に関連していることを報告し, 母親だけでなく父

親についても検討することの重要性を示唆している｡ ������������(2007) は, 葛藤によ

る抑うつへの影響を, サポーティブな関わりによって緩和できるかどうかについても検討して

いるが, 有意な結果は示されなかった｡ つまり, 両親のどちらかが, 子どもに対して厳しく葛

藤をもたらす養育行動をとっていた場合, 子どもの抑うつは高くなる可能性があると報告され

ている｡

そこで, 本研究では, 両親の養育行動が子どもの抑うつに与える影響を検討することを目的

とする｡ 先行研究では, 父親と母親のどのような養育行動が子どもの抑うつに関連するかとい

う点での一貫した結果は得られていない｡ このことから, 子どもが父親と母親に求める養育行

動に違いがあることが考えられる｡ よって, 本研究では, 親の養育行動について子どもの主観

的な評価を用いて検討することとする｡

���� �

��������

宮崎県内の小学５年生240名 (男子134名, 女子106名), ６年生229名 (男子106名, 女子123

名) の合計469名を対象に質問紙調査を行った｡

������	

2009年11月に調査を行った｡

���
��

調査は, 実施に協力の得られた３校の小学校で行われた｡ 担任教師には, 学級単位で調査用

紙を配布し, 児童に一斉に回答させてもらうようにした｡ 調査への回答は, 無記名で行われた｡

������

調査材料として, 以下の３つの尺度を用いた｡

(�) 子ども用抑うつ自己評定尺度��������
����������
������������
�����������

(村田他, 1996)

抑うつ症状の測定には, 子ども用抑うつ自己評定尺度 (�����) を用いた｡ これは,

 
������ (1981) によって開発された小児用うつ病スクリーニング・テストを, 村田他
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(1996) が翻訳し日本語版を作成したものである｡ 妥当性, 信頼性はいずれも高い水準を示し,

臨床的有用性とともに確認されている尺度である｡ 項目数は18項目であった｡ 村田他 (1996)

が作成した日本語版では, 質問項目は現在形で表記されているが, 最近の一週間の気持ちにつ

いて尋ねるため, 本調査では誤解のないように過去形に改めて表記した｡ また, 調査協力校よ

り質問の許可を得ることができなかったいじめと自殺に関する２項目 (｢９. いじめられても

自分で 『やめて』 と言える｣ および ｢10. 生きていても仕方がないと思う｣) については, 臨

床心理学を専攻する大学院生及び専門教員によって検討し, ｢９. もし嫌なことをされたら自

分で 『やめて』 と言えたと思いますか｣ ｢10. どこか誰も知らない遠いところへ行ってしまい

たいと思うことがありましたか｣ と改めて用いた｡ 質問項目に対する回答は, 示された項目の

内容について, 最近の一週間の自分の気持ちにどのくらい当てはまるかについて, ３段階 (そ

んなことはなかった�０点, ときどきそうだった�１点, いつもそうだった�２点) で回答を求

めた｡ それぞれの項目は, 抑うつ症状が強いと考えられるほうから得点がつけられた｡ 合計の

得点範囲は０～36点であった｡

(�) 小学生用ソーシャルサポート尺度短縮版 (嶋田・岡安・坂野, 1993)

両親によるポジティブな養育行動の測定には, 嶋田他 (1993) が作成した小学生用ソーシャ

ルサポート尺度短縮版を用いた｡ これは, 児童の知覚されたソーシャルサポートの程度を測定

するために嶋田 (1993) によって作成された小学生用ソーシャルサポート尺度から, 嶋田他

(1993) が質問項目の削減を行った短縮版である｡ 短縮版の信頼性, 妥当性は, いずれも高い

水準を示すことが確認されている｡ 項目数は５項目であった｡ 質問項目に対する回答は, 父親,

母親それぞれについてのソーシャルサポートの知覚の程度について, ４段階 (ちがうと思う�

０点, たぶんちがう�１点, たぶんそうだ�２点, きっとそうだ�３点) で回答を求めた｡ 様々

な家庭事情の児童がいることを配慮し, 父親, 母親に加えて, 祖父母についての回答も求めた｡

教示では, ｢すべての人について答えてください｡ ただし, お父さん, お母さん, おじいちゃ

ん, おばあちゃんのなかで, いない人については, そこだけとばしてください｣ と付け加えた｡

合計の得点範囲は, 父親, 母親それぞれについて０～15点であった｡

(�) 田研式親子関係診断テスト (品川・品川, 1958)

両親によるネガティブな養育行動の測定には, 品川・品川 (1958) が作成した田研式親子関

係診断テストの質問項目から, 先行研究のネガティブな行動の定義と一致する項目を, 臨床心

理学を専攻する大学院生及び専門教員と協議の上, 10項目を抽出して使用した｡ また, ｢漫画,

映画, 遊びなどを, いちいちやかましく言われますか｣ を ｢マンガ, ゲーム, 遊びなどを, い

ちいちやかましく言われますか｣ というように, 質問項目の一部を現代の生活に合わせた表現

に直して使用したものもある｡ 質問項目に対する回答は, 父親, 母親それぞれの普段の行動に

ついて, ３段階 (いいえ�０点, ときどき�１点, いつも�２点) で回答を求めた｡ ソーシャル

サポートの測定と同様に, 様々な家庭事情の児童がいることを配慮し, 父親, 母親に加えて,

祖父母についての回答も求めた｡ 教示では, ｢すべての人について答えてください｡ ただし,

お父さん, お母さん, おじいちゃん, おばあちゃんのなかで, いない人については, そこだけ

とばしてください｣ と付け加えた｡ 逆転項目については点数を反転して用い, 合計の得点範囲

は０～20点であった｡
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記入もれや記入ミスのあったもの, 父親・母親についての回答がどちらか片方のみであった

ものを除き, 小学５年生215名 (男子121名, 女子94名), ６年生200名 (男子93名, 女子107名)

の合計415名の回答を分析対象として用いた (有効回答率88�5％)｡

��������	
���

本研究では, 本来の�����日本語版から質問項目の表現を一部変えて用いた｡ そこで, 質

問項目の表現を変えた上でも�����日本語版の信頼性に問題がないかどうかについて,

����	
���のα係数を算出し, 検討した｡ その結果, α係数は�85であった｡ 村田他 (1996)

の研究では, �����日本語版のα係数は�77であると報告されており, 本研究で表現の一部を

変えて用いた�����日本語版は十分な信頼性を持つと考えられた｡

������������������������ ��!�"#$%��

子どもが評定した両親の養育行動が, 子どもの抑うつに与える影響について検討した｡

まず, �����の得点と両親のポジティブ・ネガティブな養育行動のそれぞれの得点につい

て, 相関係数を算出した (�
��1)｡ その結果, 子どもの抑うつ症状と両親のポジティブな

養育行動は有意な負の相関関係を示した (父親�＝��47, �＜�001�母親�＝��42, �＜�001)｡

一方, 子どもの抑うつ症状と両親のネガティブな養育行動は有意な正の相関関係を示した (父

親�＝�35, �＜�001�母親�＝�40, �＜�001)｡ この結果より, 両親のポジティブ・ネガティブ

な養育行動と子どもの抑うつとは関連がみられることが示された｡

また, 父親のポジティブな養育行動と母親のポジティブな養育行動との間 (�＝�75, �＜�001),

父親のネガティブな養育行動と母親のネガティブな養育行動との間 (�＝�71, �＜�001) に有

意な正の相関関係がみられた｡ この結果から, 子どもから評定された父親と母親の養育行動に

は, 関連がみられることが示された｡

さらに, 両親ともに, ポジティブな養育行動とネガティブな養育行動との間には有意な負の

相関関係がみられた (父親ポジティブと父親ネガティブ�＝��45, �＜�001�父親ポジティブと

母親ネガティブ�＝��36, �＜�001�母親ポジティブと父親ネガティブ�＝��33, �＜�001�母親

ポジティブと母親ネガティブ�＝��45, �＜�001)｡ この結果から, 子どもから評定された父親

と母親のポジティブな養育行動とネガティブな養育行動には, 関連がみられることが示された｡

土持美沙・佐藤容子��
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 ��������	
�������������

平均値 �� 1 2 3 4

１. 抑うつ合計 (�����) 8�87 5�88 ―

２. 父親ポジティブ行動 10�76 4�01 ��47＊＊＊ ―

３. 母親ポジティブ行動 11�89 3�30 ��42＊＊＊ �75＊＊＊ ―

４. 父親ネガティブ行動 6�59 3�44 �35＊＊＊ ��45＊＊＊ ��33＊＊＊ ―

５. 母親ネガティブ行動 7�30 3�42 �40＊＊＊ ��36＊＊＊ ��45＊＊＊ �71＊＊＊

＊＊＊�＜�001
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R�.53***

��-.33*** 

��.25*** 

***p�.001 

次に, �����の得点を基準変数, 父親のポジティブな養育行動, 母親のポジティブな養育

行動, 父親のネガティブな養育行動, 母親のネガティブな養育行動の得点を説明変数とする重

回帰分析を行った (����1)｡ その結果, 子どもの抑うつに対して, 父親のポジティブな養育

行動が有意な負の影響を示し (β＝	�33, 
＜�001), 母親のネガティブな養育行動が有意な正

の影響を示した (β＝�25, 
＜�001)｡ この結果から, 父親のポジティブな養育行動が子ども

の抑うつを低減し, 母親のネガティブな行動が子どもの抑うつを高めることが示された｡

���� �

本研究の目的は, 両親の養育行動が子どもの抑うつに与える影響を検討することであった｡

まず, 子どもによる両親の養育行動の評定 (父親のポジティブな養育行動, 母親のポジティ

ブな養育行動, 父親のネガティブな養育行動, 母親のネガティブな養育行動) と子どもの抑う

つとの相関関係を検討した｡ 各変数間の相関係数を算出した結果, 両親のポジティブな養育行

動が多いと評価した子どもの抑うつは低く, 両親のネガティブな行動が多いと評価した子ども

の抑うつは高くなることが示された｡ これは, 先行研究と一致した結果である｡ しかし, 本研

究では, 両親ともにポジティブな養育行動とネガティブな養育行動との間に有意な負の相関関

係がみられた｡ これは, ������������(2006) の研究結果と異なった結果であった｡ �������

�����(2006) は, 親のポジティブ・ネガティブな養育行動を, １つの連続した概念の両端で

はなく２つの側面として捉えており, 両者の間に有意な相関関係は示されなかった｡ 本研究で

相関関係がみられた要因としては, 評定者の違いがあることが一因として考えられる｡ 本研究

では, 親自身に評定を求めた������������(2006) の研究とは異なり, 両親の養育行動につ

いて子どもによる評定を用いた｡ 子どもの主観的な評価であったため, ポジティブあるいはネ

ガティブのどちらかに偏る報告が多かった可能性も考えられる｡ また, 父親のポジティブな行

動と母親のポジティブな養育行動との間と, 父親のネガティブな行動と母親のネガティブな養

育行動との間に有意な正の相関関係がみられた｡ このことから, 本研究では, 子どもから捉え

親の養育行動が子どもの抑うつに及ぼす影響 ��

����� ��������



た両親の養育行動は, ポジティブあるいはネガティブな傾向で一致していると考えられる｡

次に, 子どもによって評価された両親の養育行動が, 子どもの抑うつを予測するかどうかと

いう点について検討した｡ 重回帰分析の結果から, 父親のポジティブな養育行動が子どもの抑

うつを低減し, 母親のネガティブな養育行動が子どもの抑うつを高めることが示唆された｡ こ

の結果は, 親のポジティブな養育行動が子どもの抑うつを低減させ, 親のネガティブな養育行

動が子どもの抑うつを高めるという点では先行研究の結果と一致するものであった｡ 本研究で

は, 父親と母親の両方について検討したが, 父親・母親のそれぞれの影響については先行研究

の中でも一貫した結果が得られていない｡ 例えば, �����������	(2007) の研究では, 父

親との葛藤的な関係が子どもの抑うつを高めることを報告し, 菅原他 (2002) は, 母親のあた

たかい養育態度は子どもの抑うつを低下させるが, 父親の養育態度の子どもの抑うつに対する

影響は示されなかったことを報告している｡ 本研究の結果も, 先行研究と一致した結果が得ら

れなかった｡ 本研究では, 子どもが父親と母親に求める行動が異なるのではないかという仮説

に基づいて検討したが, これらの結果から, 子どもが父親と母親に求める行動が異なる可能性

があることが示唆された｡ 父親・母親それぞれの影響については更なる検討が必要であると考

えられる｡
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